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號六第卷一第誌雜究研物植 


ガ釣魚ノ!：：平トシタく S ねむ(まめ科ノー年草デ田畔一一生ジ淡黃色ノ蝶形花ヲ開キ茈後節萊ヲ結ブモノ〕ノ莖本 
土 際 ノ部ヲ用 ヰ テ 居ツタ即チ其莖ノ本ノ方ノ皮ヲ剝ギ取ジ(皮 ハ 容易-一剝ゲ 〆 〕之ヲー寸餘位トナシ 野外 デ之ヲ 
摇へ鈞絲-一附ケ以テ即席 ノ浮子 トス 〆 此浮子 ハ 甚ダ輕キユ H 能ク水-一浮ビ且其色ガ純白デアグカラ最モ目標卜 
スル-一 適ス 〆 又田 間 デ之ヲ得グコトガ容易デアグカラ時-一望ンデ輕便ナダ浮子-ース， _ 一 最モ妙デアグ 
翁人參/土佐向キ 今ヨリニ百三十六年前即チ天和元年 (1 681 )-1 京都デ出版シク本艸辨疑卜云フ書ノ卷ノニ 
人參ノ條下一一 左ノ 記事ガ 載 ツープ居ル 今參考ノ爲メ -1 此-一之ヲ拔キ書キス 〆 

藥舖一 一大人 參 上品ノ者ヲ土佐ムキト 云 皆一本物 i r グ希ナ ，者也此名ア 〆 コトハ長澤道壽土 佐 ノ侍醫タリ諸藥 
上品-ー アラザレパ 病ヲ 治. ス 〆 コト 能て スト 知 テ 極品ノ者ヲ選ンデ藥草-一精審也故二沈瘌ヲ癒シテ 世- 一名 ア？ 
其餘薰今一一殘テ 土 佐へハ上品ニ アラ ザレバ下ラズ故-一上參ヲ土佐ムキト云フ此名ヲ取 〆 コト誠二醫ノネガフ 
べキ所ナリ 

❿く まのみづき ノ氣條 其 葉 時二互生ス くまのみづき (cornus bihypoda c . A . MEY .) ノ葉ハ對生デアパ 
然シ其氣條ノ葉-ーハ偶マ互生ス 〆 モノガアツタ對生葉ヲ有スル氣條卜同株一一出ブ 〆 コトガア 〆 予ハ曾テ豐後 M 
-1 武藏-1於テ此ノ如キ狀態ノ標品ヲ採集シク=»トガアグ 

〇東京本草會/趣旨並 H 會則 

® 東京本草會趣旨 

天地ノ萬物ヲ生ズ，ヤ意アリーブ而シーブ作 〆 ガ如ク玄妙ノ作用能クー切ノ事物一一一道ノ脈絡ヲ與へ相互二扶助セ 
シメタ生物各個-一安住ノ生ヲ完フセ シム〇 几 ソ醫藥ノ事此天ノ妙意ヲ得テ而シテ究竟シ得べク精細ナ，各分祠 
ノ硏究モ 畢竟 スル-一 其歸趣/玆 ニア リ〇 吾人本 會ヲ發企シーグ汎ク.天地ノ產物ヲ觀照シ主トシテ生物ノ治病一一對 

東京本草會ノ趣旨並-一會則 
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______東京本草會ノ.趣旨並-一1#則__ 

ス 〆 應用ヲ硏究シ併テ殖產興業ノ源資二俱へントス〇蓋シ此根本義ヲ把持シ以テ薄識ヨリ深遠一一序ヲ退ヒ月ヲ 
重ネ相共-一硏鑽協究シーハ以テ吾人ノ天職-一忠ナラントスルモノナリ〇惟フ - I 醫藥品製造ノ理想ハ天產生藥ノ 
成分解明.ヨリ人工合成ヲ經テ垔 -1 一齿ヲ進メ生物其者ノ享受シタ 〆 特有機能ノ應用-一及ブ〇故1一本邦古來ノ本 
草硏究ハ此意義-一於ーグ頗ダ重要ナリタゾ-一分拆ノ結果ヲ以テ斷定スルハ早計ナリ〇物體ガ含ム總和ノ生理現象 
ヲ追究スグガ如キハ實-一將來ノ藥効學裡ノ領域-ーアラズヤ故一一本會ハ主トシテ身ノ周圍ノ材料ヨリ討究ス〇愛 
-1 醫師諸君卜藥劑師化學者應用博物學者トノ協カヲ熱望' y 敢テ斯業一一趣味ヲ有スダ諸彥ノ賛同アラン事ヲ希フ 
因-一本會ハ目下特志ナ，醫師數名卜十數ノ藥劑師諸氏ガ談話會的集合一ーヨリ每會新事實ノ智識交換ヲナシッ 
ツアジ 大正五年一月 
• 東京本草會々則 

第一條本會ヲ東京本草會卜稱ス〇第二條本會ノ目的ハ本邦古來ノ生藥竝-1天產品ノ硏究ヲ企圖シ以テ厚生 
利用ノー 進路ヲ開拓スル-ーアリ〇第三條斯道一!趣味ヲ有スダモノハ何人卜雖モ會員ノ紹介ヲ以テ本會々員夕 
ダ事ヲ得〇第四條本會々員- r . シテ已ムヲ得ザ 〆 事故ノ爲メ退會セントスル時ハ理由ヲ具シタ屆ケ出べシ〇第 
五條本會々員ハ每回會費トシテ金拾錢ヲ鈉ム 〆 モノトス〇第六條本會ハ每月第一日曜日ヲ以テ例會日卜定 
メ午後«時ヨリ四時迄開會ス〇第七條本會ハ每年五月總會ヲ開キ前年度ノ庶務會計其他一般業跡ノ報吿ヲナ 
スモノトス〇第八條本會ハ會場及ビ事務所 ヲ當分 ノ內東京府豐多摩郡溫谷町廣尾山下淸次氏方1一置ク 〇第九 
條本會-一幹事若干名ヲ置キ會計其他ノ事務ヲ掌理セシム幹事ハ會員ノ互選トス〇第十條本會ハ學識經驗ア 
ダ先覺者ヲ招待シ時々講話ヲ乞フコトア，べシ〇第十一條本會々員一ーシテ本會ノ目的 -I 關係アル物品ヲ所肓 
セラ 〆 、場合-ーハ會合ノ節成可ク出陳シ又ハ寄贈ヲ切望ス〇第十二條本會ノ要重ナ y 件、ノ會員多數ノ同意ヲ 
以テ決ス 









